
40mmホース及び50mmホースを併用してガンタイプノズノレで、

放水した場合のノズル元圧及び放水流量の検証

野本秀和ぺ佐藤建司キペ日高一誠付本，持田春人*渡遁茂男*

概要

現在、ガンタイプノズル(以下 rGNJ という)の活動要領では、同ーの消防ポンプ草(以下「ポンプ草Jとし、

う)からの口径40rnmホース(以下 r40凹 nJ という)と口径50mmホース(以下 r50mrnJという)の併用は禁

止されている。このことから、敢えて40mmと50mmを同一のポンヲ暗からそ恥ぞれ1線ずつ延長し、 2縁共にG

Nで肋kした場合のノスツレ根元圧力(以下「ノズ:]1完庄j という)及び動jく流量から、併用した場合の筒先への影響

について検証を行った。その結果、同一ポンプ軍で40mmと50mmを併用すると、それぞれのホースの摩携準決圧

力の追U、から、一方の筒先の放水流量が著しく増加又は悌Pすることにより、筒先担当員が保持可能な限界を超える

反動力が発生し、安全確保が困難になることが確認されたー

1 はじめに

現在、 GNの活動要領で}志向ーのポンプ草からの4白田と

5白mの併用は動上されてしも。

そこで、今回は、 4伽 1と町田を同ーのポンプ車から2線延

長し、 2線共にGNて効力kした場合のノズ〉明圧及ひ捌く流量

から、併用した場合の筒先への影響について検証を行った。

2 検笹項目

(1) 50nm fこ取り付けたGNを基準とした場合

ポンプ草から 50nml線及び4伽nl綴を延長し、 5白田に取り

付けたGNのノズル先圧を規定圧力である約O.7MPaに設定し

た場合の双方のノ刀L先庄及協妹流量を測定した。

(2) 必!lIll1こ取り付けたGNを基準とした場合

ポンフ軍から 50皿 1線及び40mml線を延長し、必m に取り

付けたGNのノズル元圧を規定圧力である約O.7MPaに設定し

た場合の双方のノズJL-元圧及ひ動k流量を測定した。

3 実験日及t願締所

平成21年5月27日休)

東京消防庁消防学校

4 実験方法

(1) 測定方法

放水隊形を図1に示す。図1中のGN50は、 5白mに取り付

けたGN、またGN40は仙mに取り付けたGNを示す。ポン

フ官の片側からGN50、もう一方の側からGN40を、途中、

*装椴全課 **麹町消防署 ***深川消防署
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長さ 5mの口径65nmホース及び電磁済晶君十を介して延長し

た。

なお、電磁流量計の町、 απ佃l及びGNの根元にそれ計し

鋼製の整流管(長さ1050r田)を設置し、放水流量は電綴流量

計、ノズ;L先圧は整流管に圧力変換器を設置して測定した。

圧力変蹴苦

電磁流量計

50nmX3本

圧力変換器

4OnmX3本

図1 放水隊形
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(2) 測定条件

測定条件を表1に示す。

図1に示すとおりポンプ車からGN50及びGN40を延長し、

双方のGNとも同じノズル開度及び同じ流量切替えダイヤノLイ直

(以下「ダイヤノ川島とし、う)に設定して、 GN50を規定圧

力O.ηlPaとした場合及びGN4uを規定庄力O.7MPaとした場

合のGN50及びGN40のノズノL先庄、放フ焔唾及びポンフ注

力を測定しt:.o
なお、 GN40については、内張りを変更した低圧力損失型

のホース(以下円自主損型jという)と従来どおりの内張りの

ホース(以下「従来型Jという)の2種類を測定条件lこいれ

た。

表1 測定条件

使用ホース口径 ダイヤルイ直
項番

GN50 

1 
ト一一一一一一

2 
ド一一一一一一

3 
ト一一一一一一

4 
ト一一一一一一

5 
ド一一一一一一

6 

7 

8 
5伽m

9 

10 

1 1 
』一一一一一一
12 

ト一一一一一一
13 

ド一一一一一一
14 

ド一一一一一一
1 5 

ト一一一一一一
16 

(3} 測定機轄

ア電磁流量計

愛知時計電謝土製

GN40 [L!min ] 

115 

230 
4伽m

低圧拠
360 

475 

115 

230 
4他国

従来型
360 

475 

規定圧力

(O.7MPa) 

設定GN
GN50 

GN40 

GN50 

GN40 

GN50 

GN40 

GN50 

GN40 

GN50 

GN40 

GN50 

GN40 

GN50 

GN40 

GN50 

GN40 

TAV065V-30UEFIZ010 C精度:!::O. 5%) 

イ圧力変換器

共和電耕土製

PG-20KU (定格容量2MPa) 

ウデータロガー

KEYENCE社製

GR-3000 (サンプリング周期0.05秒)

エひず刻則定器

共和電耕土製

DPM-613A 

(4) ~尋問苓文定状況

資若樹等の設定制兄を写真lから写真4に示す。

写真 GN及び圧力変換器等の設定成兄

写真3 ホース延長総販~

写真4 電砥荒量計設定箇所周辺
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5 実験結果

測定結果を表2及び図 2から図 9に示す。また、各項番における放水状況を写真5'"'"'写真20に示す。

表2 測定結果

使用ホース口径 規定圧力 GN50 GN40 

項番
ダイヤル{直 1 ポンプ圧力

G N  (L/min) 
設定GN

ノズル元圧
l跡[L/ro流ln量] 

ノズル元圧 放水流量 [貯a]

50 
GN40 

[MPa] [MPa] [L/min ] 

1 GN50 127. 1 0.664 127.8 O. 78 

115 

2 GN40 O. 740 130.0 O. 7D2 131. 2 0.84 

3 GN50 0.703 235. 1 0.606 231. 8 0.85 

230 

4 
40rom 

GN40 0.815 252.6 O. 706 249.8 0.98 

O 
低圧損型

GN50 0.691 370.3 0.534 339. 7 0.96 

360 

6 GN40 0.905 427.0 O. 708 393.2 1. 25 

7 GN50 O. 721 509:6 0.523 435.5 1. 16 

475 

8 GN40 0.981 590.8 O. 708 518.4 1. 55 

50皿

9 GN50 0.694 128. 6 0.641 124.2 0.80 

115 

1 0 GN40 O. 750 ]28.0 0.694 129‘5 0.85 

1 1 GN50 0.709: 237.0 0.548 221.3 0.86 

230 

1 2 
40rnro 

GN40 0.915 269.2 O. 707 251. 4 1.10 

1 3 
従来型

GN50 O. 706 374.2 0.433 305.4 0.98 

360 

1 4 GN40 1. 131 513.0 0.719 1. 58 

1 5 GN50 0.715 506. 7 0.387 370.5 1. 15 

475 

1 6 
GN40 1. 379 701. 5 0.719 517.6 2. 12 

一ー」

※網掛け部は基準側の数値を示す
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115 230 360 475 

ダイヤル値

図2 放7.kB糧 (GN50規定圧力、 GN40低圧損型)

1.4ト4・企・規定圧力

~ 1.2~~- GN40 (低圧損型)~------- -

|二二仁三Lζ竺三g-----

0.4←一一一一一--------ーー炉 F
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図3 ノズル元圧 (GN50規定圧力、 GN40低圧損型)

700H._~_ ダイヤル値

GN50 
600H -a-GN4O (従来型)

lOO~- 咽

O 
115 230 360 

ダイヤル値
475 

図4 放水炉昼 (GN50規定庄力、 GN40従来型)
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--0- GN50 

~ 1. 2~ ーロー GN40 (従来型)

仏|

三 「

出 lト
I~ 

で O.8~

115 230 360 
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図5 ノズル元圧(倒50規定圧力、 GN40従来型)
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図6 放7k~糧 (GN40規定圧力・低圧損型)
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図7 ノズル元圧 (GN40規定圧力・低圧損型)
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図8 放水5糧 (GN40規定圧力・従来型)
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図9 ノズル元圧 (GN40規定圧力・従来型)
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写真5 項番1

写真6 項番2 写真10 項番6

写真7 項番3

写真8 項番4

12 



写真18 項番14

写真15 項番11
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(1) GN50を規定圧力O.7MPaに設定した場合

(図2から図 5)

GN40の放水流量及びノズル先圧は、いす守しもダイヤ川直

及び規定圧力より低し可直を示し、ダイヤノLイ直を上げるごとにそ

の追説法大した。

また、従来型を使用した場合の方が、低圧損型を使用した場

合よりも、 GN40の肋k流量の減少、並びに規定圧力からの

メスツL先圧の低下が顕著となった。特に、従来型を使用した場

合は、ダイヤノLイ直475L/rninにおいて放水流量が370.5L/min 

(ダイヤノL値の78%)まで減少し、ノスツL元圧がO.38九IPa

領定圧力の55%)まで低下した。

(2) GN40を規定圧力O.7MPaに設定した場合

(図6から図9)

GN50の放水詐虚;及びノズル完庄は、いす守ももダイヤノLイ直

及t既定圧力より高川直を示し、ダイヤノLイ直を上げるごとにそ

の差出出てした唱

特に、低圧損型を使用した場合よりも従来型を使用した場合

比図8及明週9に示すとおり GN50の 肋k督協及びノスツレ

元庄共に、ダイヤノLイ直及ひ甥定圧力からの士勘日は顕著となり、

ダイヤ川直360L/uunおよび475L!minにおいて放水話温が急

激に増大した。

低圧損型を使用した場合、ダイヤノレイ直475L/rnin においてG

N50の放水所虚7J)590. 8 L1min (ダイヤノL値の約 124%)まで

増加し、ノスツL先圧については0.981MPa規定圧力併合140%)

まて寸勧日した。

従来型を使用した場合、ダイヤル値475L!minにおいてGN

50の放水流量が701.5 L!rnin (ダイヤノレ値の約148%)ノスツレ

元圧については1.379MPa明定圧力の 197%)にまで堂しむ

6 考察

(1)圧力損失の違いによる荒潜

ア GN40を規定圧力O.7MPaに設定した場合

GN50の放水流量及びノズル元圧は、ダイヤノレ値 (115、

230、360、475L!min)及て瑚定圧力O.7MPaより高くなった。

これは、 5白田の圧力損失が40凹と比較して小さい為であると

考えられる。

イ GN50を規定圧力O.7MPaに設定した場合

GN40の放水流量及びノズル売圧が、それぞれダイヤノLイ直

及t瑚定圧力より低し傾向を示した。これも、前アと同様の理

由によるものと考えられる。

ウ 前ア及びfより、片方のGNの放水前温及びノスツL元圧が

ダイヤル値及E瑚定圧力から輔佐する特性は、従来型を使用し

た場合の方が圧力損失が大きいため、低圧損型より一層顕著に

なるものと考えられる。

(2) GN40を規定圧力に設定した場合の危険性

ア放水流量
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ダイヤノレイ直を475νminとしたGN50の放水流量は低圧損

型使用時司令600L!岡山、従来主使用時で約700L/minにまで

達した。このとき、いずれも一人保榔艮界を超える反動力が生

じるので、 1人での筒先保持は非常に危険である。

イ ノズル先圧

ダイヤノLイ直を475L!ffiInとしたGN50のノズJ1.-元圧は、低

圧損型使用時で約lMPa、従来型使用時で約1.4MPaにまで淫し

た。 GNのノズ〉レ耐圧が1.4MPaなので、従来型使用時のGN

50にかかる負担は許容限界に遣することがわかったq

また、表2、項番16で、 GN50のノズル元圧は1.379MPa 

となった。表3Uより、 5白田3本で方V.K流量7∞L!I凶nにおけ

る圧力損失は0.56山!Paであるから、この場合は、ポンプ軍の

放口付近のホースにかかる圧力は約1.9 ~!Pa となり、 50nmの

使用圧力 L6MPaを超えてしまうことがわかった唱

表3 ぬmの圧力損失側Pa)

ホース 流量(Lノmin)

本数 1∞ 2∞ 3∞ 4∞ 5∞ 
O.∞2 O.∞5 0.021 O.似5 0.077 

2 O.∞3 0.023 0.06 0.113 0.lB2 

3 O.α活 0.037 O.ω2 0.173 0.277 

4 O.∞9 O.凶1 O. 126 0.233 0.374 

5 O.∞8 O.05B 0.151 0.286 O.相3

ホース 流量(νmIn)

本数 6∞ 7∞ 8∞ 9∞ 1000 

0.118 O. 167 0.225 0.291 0.366 

2 0.268 0.371 0.489 0.625 。‘ 777

3 0.407 0.561 O. 74 0.943 1.172 

4 0.547 O. 754 0.993 1. 265 1. 57 

5 O.臼2 0.944 1.248 1.595 1.984 

7 あわりに

GN50とGN40を同時に使用し、 GN40側のノスツL元圧を

規定圧力 O.7MPaに設定した場合、ホースの圧力損失の影響か

らGN50のノズル及びホースに許容限界を超える圧力等がか

かる場合があり、非常に危険であることを示した骨

今後、口径の異なるホースを併用してGNを使用する消防戦

術等を検討する場合はポンプ運用による放口開度の調整や流

量申胤職器の使用等、ホース間の圧力損失差を調整する方策が

必要であると考えられる。

[参考女劇

1) 中JII英二ほか消防用ホース等の性樹越正について
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Verification of the Water Pressure and the Discharge Rate 
at the Gun-Type Nozzles When Water is Discharged through 40 

凹 and50 mm Hoses Simultaneously 

Hidekazu NOMOTO牢， Kenji SATOげヘ Issei HIDAKA出， Haruto MOCHIDA*， Shigeo WAT必JABE*

Abstract 

The current operating procedures of the gun-type nozzle (hereinafter referred to as "GN") 

prohibit the concurrent use of a 40 mm hose and a 50 mm hose connected to the same pump truck. 

10 verify the reasons for this. we intentionally extended 40阻 and50 mm hoselines from a 

single pump truck and applied water from GNs to examine how the water pressure and the 

discharge rate are affected at the nozzles. 

As a result， we 1 earned that when the 40 rrun and 50 mm hos81 ines are used a t the same t ime 

on a single purnp truck， the nozzle reaction force ruay become too huge for the firefighter to 

control， risking his/her safety. This is because the discharge r.ate at the nozzle of each 

hose remarkably increases or decreases owing to the difference in the frictional pressure 

10ss. 

*Equipment Safety Section 牢*KoujimachlFire Station 料吋FukagawaFire Station 
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